




全国 26 施設の協力により中枢神経白血病の特殊型として,異常肥満 26例,尿崩症 4例,ADH

分泌異常症候群 3例,その他 3例を集計した。異常肥満は小児中枢神経白血病の 10～20%に

みられ,尿崩症は白血病の約 0.05%に発症した。異常肥満は満腹中枢の破壊による可能性が

つよい。尿崩症の原因は視束上核,下垂体後葉への白血病細胞浸潤,血栓形成,出血などによ

ると思われる。 


